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成果品について
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BIM USES DEFINITIONS 検証結果報告書
両面印刷108ぺージ（検証結果は16ページ）

BIM USES DEFINITIONS やさしいガイドブック
両面印刷92ぺージ

※やさしいガイドブック92ページ含む
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BIM USES DEFINITIONS
やさしいガイドブック
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４) BIM情報について
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ガイドライン系

設計団体のBIM資料 施工団体のBIM資料 維持管理団体のBIM資料

BIM USES DEFINITIONS
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５) 詳細解説
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検証結果報告
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１) プロジェクトの情報
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①プロジェクトの概要
ア . 建築物の概要
本検証は「BIM USES DEFINITIONS」の有効性をさまざまな用

途のプロジェクトで簡易的に検証したものである。対象とし
た用途はオフィス、公共施設、工場、空港、大学、病院、ホ
テル、研究施設、商業施設、マンション、学校、データセン
ターである。
イ . プロジェクトにおける事業者の位置づけ
ライフサイクルコンサルタント、設計者

ウ . プロジェクトの概要、特徴
各用途のプロジェクトに対し、発注者がどのBIM利用法で

BIMを活用するか、その分析を行った。

②検証対象の概要
ア. 本事業で分析・検証する業務ステージとワークフローのパターン
業務ステージ：S0 ～S7
ワークフローのパターン：パターン②

イ . 分析・検証の時期
既に実施済または進行中のプロジェクト

ウ . プロジェクト全体のスケジュールと分析・検証のスケジュール
プロジェクト全体のスケジュールはプロジェクトにより異なる

分析・検証のスケジュール：2022年8月～2023年2月
エ . 分析・検証の実施体制、各プロセスでの役割分担
日建設計：分析・検証を担当

12の建物用途 21のBIM利用法
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２) 本事業で目指すもの、目的
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①本事業で目指すもの
発注者のBIM活用に役立つ「BIM USES DEFINITIONS やさしいガ
イドブック」を作成し、BIMを活用する際に便利な資料を整
備する。発注者がBIM活用のメリットについて理解を深め、
ライフサイクルコンサルティング業者に頼ることなくBIMを
活用できるようにすることを目的に資料を作成する。

②目標
BIM USES DEFINITIONSが建設プロジェクトで導入される

③解決する課題
現在の「BIM USES DEFINITIONS Vol.1 BIMを活用するプロセス
やタスク」は発注者のBIMの利用法をEIR、BEPに記載する際に
活用できる。しかし同ガイドブックは「NZ BIM HANDBOOK 
Appendix D BIM USES DEFINITIONS」の翻訳版であるため、海外
でのBIM活用に関する知識が必要であった。

発注者にとっての課題と解決策
• BIM利用法の理解が困難→直感的に理解できる、仕組みや

専門用語の解説
• 建物用途に対応するBIM利用法がわかりづらい→建物用途

に適合したBIM利用法の分析

受注者にとっての課題と解決策
• 「NZ BIM HANDBOOK Appendix D BIM USES DEFINITIONS」は

日本の建設業界の習慣に不適合→日本の建設業界に合わせ
た解説

• 公開されている資料が設計・施工・維持管理ごとに分か
れている→分野を横断した解説

④成果
「BIM USES DEFINITIONS やさしいガイドブック」として公開

Life Cycle Consulting BIM USES Definitions
翻訳版

BIM USES Definitions
やさしいガイドブック
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令和３年度 BIMモデル事業 令和４年度 BIMモデル事業

Life Cycle Consulting成果報告書 (100P)
BIM USES DEFINITIONSの活用方法

BIM USES Definitionsハンドブック (24P)
BIM USES DEFINITIONSの翻訳版

BIM USES Definitionsやさしいガイドブック (92P)
BIM USES DEFINITIONSの解説版
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３) BIMデータの活用・連携に伴う課題の分析などについて
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課題 A） 発注者向けの資料：

「解説」、「実例」
課題 B） 受注者向けの資料：

「情報」、「取説」

①分析する課題

解説：21項目のBIM利用法の分かりやすい解説を作成。
発注者がぜひ取り組みたいと思える資料を作成する。
実例：用途別に実際の複数のBIM適用事業で発注者が求
めるBIM利用法を整理・分析し、実例として掲載する。
同じまたは参考にできる用途を幅広く選択する。

情報：21項目のBIM利用法を実際のBIMデータで解説す
る。
取説：BIM USES DEFINITIONSのEIR、BEPでの活用
方法を解説する。過去2年分のBIM適用事業で検証され
たEIR、BEPの実例も参考にする。

② 課題分析の進め方 、
実施方法

発注者側へのヒアリングをもとに、建築を専門としな
い発注者でも理解できる解説にする。また、サスティ
ナビリティなど、社会的に求められている問題に対す
るBIMの有効性など、個別に具体的な解説を目指す。

情報は設計「BIMワークフローガイドライン建築設計
三会（第1版）」の資料などと連携し、具体的な建築情
報をベースに説明を行う。

解説
①BUDの中で発注者が理解しにくい用語を調査・解説
②21項目のBIM利用法をイラスト化・簡単な解説
③発注者向けのEIR、BEPを解説

情報
BUDに該当する情報を設計、施工、維持管理等、各団
体の資料から抜粋し、出典を記載した

実例
日建設計でBIMを活用したプロジェクトから対象用途を
抽出し、発注者のやり取りから採用が想定されるBIM利
用法をヒヤリングし整理する

取説はこれまでEIR、BEP を取り交わしたBIMプロジ
ェクトで経験をもとに具体的に解説する。分析に関し
ては設計、施工、維持管理の関係団体にヒアリングを
行う。
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発注者アンケート１
BIM USES DEFINITIONS難易度調査

受注者アンケート１
BIM USES DEFINITIONS改訂についてのアンケート

目的：「BIM USES DEFINITIONS」を設計者等のサポートなく、
発注者が読める資料にするため、現在の「BIM USES
DEFINITIONS」の難しい用語などを抽出する
対象：発注者側企業の建物担当者でBIMに知見がない方 ５名
期間：2022年9月

目的：よりわかりやすい「BIM USES DEFINITIONS」にするた
め、本文の内容、構成について意見を聞き、資料作りに反映
させる
対象：日本建築士会連合会、日本建築士事務所協会連合会、日本
建築構造技術者協会、日本設備設計事務所協会連合会、建築設備
技術者協会、日本建築積算協会、日本建設業連合会、全国建設業
協会、日本空調衛生工事業協会、日本建材・住宅
設備産業協会、日本ファシリティマネジメント協会、ＢＩＭライ
ブラリ技術研究組合、不動産協会
期間：2022年11月14日（月）～2022年12月2日（金）

発注者アンケート２
BIM USES DEFINITIONSやさしいガイドブック活用アンケート

受注者アンケート２
BIM USES DEFINITIONS やさしいガイドブック活用アンケート

目的：「BIM USES DEFINITIONSやさしいガイドブック」のド
ラフト版を発注者側に見てもらい、「BIM USES
DEFINITIONS やさしいガイドブック」を利用したいかどうかを
確認する
対象：発注者アンケート１と同じ
期間：2023年2月14日（火）～2月21日（火）

目的：BIM USES DEFINITIONSとやさしいガイドブックの活用
による発注者、受注者の導入効果を定量的に分析する
対象：受注者アンケート１と同じ
期間：2023年01月17日（火）～2023年1月27日（金）
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受注者の導入効果
受注者が発注者のBIM活用方法を理解し、BEPと技
術提案資料を作成する作業時間ベースで比較した。

発注者の導入効果
受注者が「発注者のBIMメリット」を発注者に説明
する時間ベースで比較した。
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発注者の導入効果
・団体A（効果0%）

・団体B（効果20%）

・団体C（効果0%）

・団体E（効果10%）

・団体F（効果20%）

回答者のご意見

「簡単な説明」の記載内容は抽象的すぎる。また、「建物分析結果」についてはおおむね把握していることであり、発

注者にとってメリットとなる資料を作成する上で影響はほぼない。

この資料が“BIM活用の標準”であることを発注者が理解してくれれば、大幅に作業時間を削減できると思うが、発注者の

理解が懐疑的であれば、また話は違ってくると思う。

効果項目の整理と概要については理解が進むと思われる。しかし、施主にとって可視化以外のメリットを感じさせる具

体性が感じにくい。「BIM 情報」も併せて説明資料として活用すれば効果があると思われる。

記載内容や資料作成の図面やイラストなどのイメージをしやすくなるため、若干作業時間が減ると感じています。

①「建物分析結果」では建物用途ごとに発注者にとって効果の高い項目や具体的な利用法が示されていて、発注者への

BIMの説明に有用で、準備時間の短縮につながると思われる。

②「簡単な説明」のようなコンパクトな形で発注者が主語となったものがあれば、より理解を得やすい。

③効果は少なからずあると考えます。「わからないので説明してほしい」という、発注者側がBIM知識がゼロ、ないし

は知識が乏しいことを理解した上でのアプローチなので、用意した資料をもとにこちらのペースで打ち合わせできるか

ら、と考えます。

④より効果を高めるためには、「建物分析結果」に記載の、「効果のある事例」（例えば２例目「公共施設」の説明文

の「3次元的なイメージ共有が可能な空間のプログラム検討（04 SP）」など）ごとに、より詳細な事例集などを用意し、

利用できる環境としておくことがいいのではないか、と考えます。

⑤受注者サイドの準備量によって、効果は左右されるものと思います。
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受注者の導入効果
・団体A（効果20%）

・団体B（効果20%）

・団体C（効果10%）

・団体D（効果30%）

・団体E（効果10%）

・団体F（効果20%）

回答者のご意見

「EIR」で求める要求にあまり把握していない施工BIMマネージャーが担う内容が多く含まれていた「BIM 情報」は

参考になり、時間短縮が図れる。施工BIMマネージャーが担う内容がEIRになければ、回答は「増減なし」となる。

資料の活用で作業（準備）時間は減ると思うが、イメージしにくい部分などに関する質疑応答にかかる手間や時間はあま

り変わらないと思う。

項目が整理されているBEPと技術提案書作成においては作業時間の低減が期待できると思われる。

BIM活用の内容を決定するために、「BIM 情報」のように具体的にイメージができる資料があると意識を共有化しやすい

と思います。

記載内容や資料作成の図面やイラストなどによりイメージしやすくなるため、若干作業時間が減ると感じています。

①「EIR」でBIMの利用法が優先度とともに提示されていて、発注者との連携を盛り込んだBEPや技術提案作成に有用であ

り、また「建物分析結果」に関して建物用途ごとのものが用意されれば、より実践的になると思われる。

②「BIM 情報」は総合的な情報の集約となっており、使い勝手は良いとはいえない。発注者にとって役立つ事項をクロー

ズアップした表現となれば、使いやすくなると思われる。

④発注者側が提示する6つのBIMの利用法について、発注者側が正しい理解・認識をしているかどうかが不明なため、受注

者側の認識と差・齟齬がある可能性が否定できない。その差・齟齬を埋めずに作業に入ると、手戻りが発生する可能性が

高い。

⑦「建物分析結果」の記載項目をさらにブレークダウンしたような、詳細な事例集のようなものが用意され、それも共有

された上での「共通言語」がある環境において運用されることが望ましいと考えます。
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受注候補者

受注者の導入効果

16％
削減

BEPと技術提案書作成時間

14％
削減

発注者 （＋ライフサイクルコンサルティング）

発注者の導入効果
検証A やさしいガイドブック

発注者へのBIMの利用法の説明時間

検証B やさしいガイドブック
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５) 結果から導き出される、より発展的にBIMを活用するための今後の課題
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①事業者として今後さらに検討・解決すべき課題

・発注者へのヒアリングを増やし、ガイドブックに反映させる

・ 21項目のそれぞれの具体例を増やす

・建物用途別のBIMの利用法分析の事例を増やす

②建築BIM推進会議や関係部会・関係団体などに検討してほしい課題

建築BIM推進会議に検討してほしい課題は以下である。

今回、BIM USES Defnitionsとして発注者のBIM活用メリットを整理できる資料を作成しましたが、まだ公開されている事例が少

ない状況です。発注者がBIM活用のメリットを感じ、導入を始めているプロジェクトを集め、発注者・受注者が参考にできる

資料を公開してもらいたい。その際、既にFMなど、導入している発注者も試験導入の会社が多く、最小限の項目で運用して

いる。業務改善や価値向上が目的であり、数値化されていない状況であるため、検証ができるような補助が必要になる。

③今後のガイドラインの見直しに向けた具体的な提言

今後、EIR、BEPが整備されると思うが、発注者のBIMの利用法を整理する際の参考資料として「BIM USES DEFINITIONS Vol.1

BIMを活用するプロセスやタスク やさしいガイドブック」を利用することで、今後さまざまな物件で活用できると思われる。
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